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2011.8.15 「声に出す平和への祈り」より

青山中学校生徒達

献読 ゲスト：コカリナ演奏 黒坂 黒太郎

「無言館」戦没画学生
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　私の生涯の使命と考えている「ジョー・オダネル写真展」
を企画し、昨年１２月に開催依頼のため「無言館」の窪島
館長を訪問する予定でした。
　ちょうどそのころ「声に出す平和への祈り」の企画会議
がもたれ、「無言館」の戦没画学生についての朗読はどうか
との案が出されました。元々私が行くつもりでしたので、
その交渉役もすることになりました。写真展は即座にご了
承いただきましたが、「無言館」の絵画に関してはなかなか
お返事が頂けず、私は不退転の決意で主旨をお伝えしまし
た。最後には納得してくださり、そういうことならこの本
がいいだろうと２冊の自著を薦めてくださいました。
　「無言館」は信州上田の塩田平にひっそりと立っていまし
た。中に入ると古い油絵の具の臭いがして、静謐な中に飾
られている絵からは様々な声が聞こえてきました。不条理
な戦争で命を落とした若い画家たちのこの無念の思いを「声
に出す平和への祈り」で是非伝えたいと強く思いました。
コカリナ奏者の黒坂氏が紹介して下さったことに感謝の気
持ちで一杯でした。

　港区の担当と第１回目の打ち合わせをした３月４日、港
区から「港区の戦災体験を伝えるものに」という方向が提
起されました。
　長野県にある戦没画学生の絵を展示する無言館について
や、被爆榎でつくったコカリナ演奏などを企画していた私
たち担当は当惑しましたが、話合いの中で「若い人たちに
戦争の悲惨さ・平和の大切を伝える」という視点で、地元
中学生の『表参道が燃えた日』の朗読・空襲で被災された
方の体験談、そして私たちの企画も入り、さらに豊かな内
容になりました。
　今回も、スタッフや企画・献読に参加された会員の方な
どのお心配りで、会が楽しく充実したものになったのだと
感じました。皆さん、ご協力どうもありがとうございました。

「無言館」戦没画学生の絵に寄せての朗読 腹話術人形あっちゃんと小谷孝子

大空襲体験談 泉宏
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平和への祈り　アンケートより

「声に出す平和への祈り」に参加させていただくようになり、
今年で４回目になります。参加した生徒達は、命について
考え、思いやりの心をもつことの大切さを感じています。
司馬遼太郎さんは、「二十一世紀を生きる君たちへ」の中で、
例えば、友達が転ぶ。ああ痛かったろうなと感じる気持ちを、
そのつど自分の中で作りあげていきさえすればよいと語っ
ています。戦争を知らない世代でも、書物を読み、人々の
声に耳を傾け、さらにその声を朗読することで、その時代
に思いをはせる、様々な思いをされた方々に心をよせるこ
とができます。このような機会を通し、平和な世界を築い
ていく為の各々の役割について、静かに考える時間を持っ
て頂きたいです。

一人心のなかで話していました。やはり声に出して平
和への話をしたいと思いました。

終戦記念日にこの企画に参加できてよかった。大切な
ことだとおもいました。

平和への祈りを実体験＋朗読で表現されてよかった。

胸が痛くなりました。志半ばで若くして命を落とされ
た方々、生かされている今の自分の命を大切に生きな
ければと思います。

音楽もうかがうことが出来て、参加してよかったと思
います。もっともっとたくさんの方たちに聞いてほし
いと思いました。

語り継ぐ大切さを改めて感じました。繰り返すことの
ないよう･･･

若者の輝く命が消えてしまった事実。お一人お一人の
祈りつつの献読がきっと天国に届くと信じて…届くと
思います。

平和が普通だと思っていたが、日本も過去に戦争があ
り、今も世の中には戦争が行われていることを忘れな
いようにしたい。

当たり前のように日々生活していることへの感謝の気
持ちを持つようにしています。平和を感じ作り続けて
いくことの大切さを忘れないようにしたいです。

10 月 18 日、習志野市谷津南小学校で、被爆体験をお話し
ました。 校庭の目の前が、谷津干潟で、この自然を未来の子
供たちに残したいと、沢山の大人が頑張って来られました。
東日本大震災による被害は、色々なことを考えさせられま
した。 特に、私たち被爆者は福島原発事故の放射能もれの怖
さです。広島、長崎の被爆体験を、もっと、もっと皆さん
に聞いて頂きたいと強く思いました。次世代を生きる子供
たちに、安心して生活できる環境を作ってあげられるのは、
大人の責任だと強く感じています。

港区平和コンサートに参加きせていただき有難うございま
した。みなさんとても真摯に平和のことを考え、「二度と悲
惨な戦争を起こさない」という強い気持ちが会場に溢れて
おり、それが私たちの演奏とガッチリと組み合わされ、素
敵な会でした。そして、最後に行われた「献読」は素晴ら
しいプログラムでした。私たちも一緒に参加させていただ
き、また中学生達がまっすぐな声で読んでくれたのもとて
も印象的でした。平和とはこのような、ひとつひとつの丁
寧な思いの積み重ねによって維持されていくモノなので
しょう。原発事故が起き、「平和」が脅かされている中での「平
和コンサート」私たちもとても勇気づげられました。
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来年の 10 周年を前に運営委員の中で主に関わっていく

仕事、つまり担当制を敷くということになり、希望を出

さないで黙っていたら、渡部さんと私はイベント担当と

いうことになりました。 博品館は最大行事なので、全員

で取り組むとしても、その他のイベント全部、すなわち、朗読アラカルト、

八重洲朗読会、ヒルズ・サロン朗読会、朗読コンクール、平和の祈り等とい

うので困っています。 アラカルト、八重洲、ヒルズは担当者が決まっている

ので、あとはコンクールと平和の祈りの担当者を決めるだけだから、と言わ

れるのですが、これが大変です。どなたか引き受けてくださるかた、いらっしゃ

いませんか？また、お願いしたときは、快く引き受けて頂きますようお願い

致します。  来年は協会の行事が多く、イベントも大掛かりになると思います

が、会員全員で協力して、楽しい協会にしていきましょう。 

来年 1月から１年間を「協会創立十周年」として、より

充実した協会の各事業に取り組んでいく所存です。特別

に十周年行事は予定しておりませんが、例年協会で行っ

ている事業（または催事）を更に精度の高いものにと、

取り組んで行こうと思っています。しかし、協会の十周年を盛り上げていく

ためには、会員各位の協力を求める次第です。その為にも運営委員会としては

（1）一人でも多くの会員が楽しんで朗読できる場所の創設

（2）会員が楽しみながら積極的に、協会行事に参加できる雰囲気の創造

などを考えながら運営していく方針です。

事務局がピンチの時、お手伝いをしてきました。いまは

辣腕事務局長と、こまやかに手早く動いて下さる事務局

スタッフがおられるのでもう大丈夫！そろそろお役ご免

だと思っております。ただ来年は十周年を迎えることと

なり、会員の皆さまに今までの歩みを知っていただく良い機会が訪れました。

お力添えいただいた皆さまに、おかげさまで十周年を迎えます！と感謝と誇

りをもって言えることがなにより幸せです。

　私の担当は「会員対応」という部署です。在籍年の長

い私でも存じ上げない新しいお仲間がふえてきました。

しかし、長期欠席、連絡が取れない、会費未納の方もお

られ、できればコンタクトを取る・原因を探す等も必要

とのことでした。また一方で 2 万円の年会費を払っても何の意義も見つから

ない、メリットがない、協会活動に興味が持てない。講座や種々の行事につ

いて知りたいが、誰に訊けばいいのか全然分からないという声が随所に聞か

れ、ご不満のまま退会される等も現状でした。このような会員の疑問や不明

な点・ご意見・要望などの声を協会へ届けるよう、何らかお手伝いができれ

ばと思っています。どこかで私を見かけたら声をかけて、お気軽にご質問く

ださい。“声” を協会に反映させることが使命といえるかもしれません。その

ことによって魅力ある協会として活性化し、ご自身も手応えのある朗読活動

ができることと確信しております。

協会に入会して１年を過ぎた頃、ある日運営委員のメン

バーの方からのお誘いが。少しはお手伝い出来る事もあ

るかも・・・と運営委員に。何も分からずに始めましたが、

たくさんの初めてと出合い 教わり 皆で考えながら今に

至っています。そして今年は、宮崎さんと共に「定期行事（イベント）担当」

となりました。平和への祈り 朗読コンクール が主なものですが、どうか一

人でも多くの会員の皆さまに これらの行事に関わって頂きたいと思っていま

す。どうかご一緒に行事を裏からも支えて下さい。きっと、新しい発見があ

ると思います。 私がそうだったように。

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

ボランティアグループかもめでは、現在朗読ボランティ

ア先５ヶ所 ( お台場、せせらぎ、グランダ瀬田、ヒュッ

テ目黒、児童館）の他に、朗読会や協会行事のお手伝い

等を行っています。また今後は東日本への震災ボラン

ティアにも積極的に取り組んで行きたいと思っています (２０１２年２月、

宮城県ボランティア予定）。かもめでは随時会員を募集しておりますので、ご

興味のある方は定例会 /月１回に是非一度お気軽にご参加ください。

協会も１０周年ともなると、会員の在籍年数も、また目

的意識や協会に対する希望なども多種多様になってきま

した。そのあたりを考慮して講座を体系的に考え、出来

るだけご希望に添えるよう考えて行きたいと思います。 

初心者の方々が楽しく朗読に親しめる講座や、本格的に朗読に取り組み朗読

会を主催できるように勉強する講座など・・・。 聴き手あっての朗読ですから、

「聴いて下さる方の心に響く朗読、作品の意図が伝わる朗読」を皆で目指した

いと思います。 そのためには教室内での発表会、小規模朗読会、舞台朗読等、

朗読する場も可能な限り増やしていきたいと思います。 楽しく切磋琢磨し合

いましょう！ご意見・ご要望もどんどんお寄せ下さい。

広報は会員皆様とコミュニケーションをとる大切な役割

を担っています。

＊朗読ニュースの制作

   （企画、原稿依頼、印刷関係打ち合わせ）

＊ホームページのチェック

＊「朗読の日」など協会主催行事のお知らせをマスコミに掲載依頼

＊新聞や企業に朗読協会の活動状況を報告　

＊地方在住の方を通して地方新聞などへも協会の行事、活動をＰＲ

◎朗読ニュースに載せたい記事、街角ニュース、など朗読ニュース担当３年

になりますが、企画が毎年同じようなものになり悩んでおります。

会員皆様からの感想・新企画のご提案、載せたい記事、街角ニュース、何で

もどうぞ！
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ボランティアグループ かもめ

活動報告

第 62回  八重洲朗読会 9月 17 日（土）

今回は渋谷区の高齢者施設「せせらぎ」訪問です。７月１
４日快晴！  そして猛暑！  数 回目の山村さん、初参加の三
上さん山元さんの３人で訪問です。其々１作品ずつの朗 読
の時は、しっかり聞いている人、静かに過ごしているだけ
の人様々。朗読の合間で は「きりなしうた」を皆で大きな
声を出したり、じゃんけんをしたり、飽きない工夫 が見ら
れた。じゃんけんの際、空気が見事に一変して和やかになっ
た事には驚いた。 最後に歌った「汽笛一声」は１８番までやっ
と辿り着いて、「ヤレヤレ」と、「やっ た」・・の達成感が垣
間見られた。また無反応だった一人が、歌になった途端リ
ズム を取り始めて、歌の力の大きさを改めて思った。暑い
日の暑さ厳しい時間の訪問、本当にお疲れさまでした。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木  冨紀）

第 3回  ヒルズ・サロン朗読会 10月 14 日（金）
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10 月 1・2日
10月   2  日
10 月   2  日
10 月   3  日
10 月   9  日

10 月 10日

10月 16日
10月 16日
10月 22日
10月 23日

10月 23日

10月 30日
11月   3  日
11 月   5  日
11 月   8  日
11 月 12日
11月 12日
11月 19日

11月～ 12月

11月 27日
11月 29日

11月 30日
12月   4  日
12 月   7  日
12 月 10日
12月 11日
12月 17日
12月 18日
   1 月 14日  

   1 月 25日
   1 月 27日
   1 月 28日
   1 月 31日
  2 月 19 日
  3 月 15 日

安倍眞壽美・塩田睦子
河崎早春教室
小金洋子、山本暁子
青木ひろこ
青木ひろこ

青木ひろこ

田原順子
秋山雅子
田中泰子
中村悦子、松森世津子、望月鏡子
渡部玲子
長野淳子、深澤真理子、宮内佳代子
佐々木冨紀、城所ひとみ
穴澤修子
秋山雅子
安倍眞壽美、塩田睦子
近藤とうこ
小林道子
青木ひろこ
いま匣子

長野淳子

穴澤修子
阿部俐奈、阿部義高、秋山道子、
海老原美雪、坪谷美穂子、古内恵美子、
宮崎弥生、村井佑子
渡部玲子
小泉幸子
田中泰子
大谷智勢子
青木ひろこ
坂田千鶴、小林道子
秋山雅子
臼田敦子、小川弘子、土岐志のぶ
富塚真佐子、早川とし子、松島邦
宮内佳代子
飯島晶子
稲本由美子
長野淳子
小金洋子
飯島晶子
浅霧ひとみ . 古内恵美子 . 宮下郁子

「大人のための童話の時間」
Tea　Time 朗読会
ミニ朗読会 34
第 7回「悠日朗読会」
ファームでゆったり
            チャリティコンサート
アフタヌーン　チャリティ
            「手に手をとって」
「糸遊び」～琵琶と語りと◎その 6～
「朗読コンサート」
「朗読サロン」
「青山の昼下がり」

震災被災地朗読ボランティア
　　　　　　　　「たけくま祭り」
「古民家再生 10周年記念公演」
「雪女・朗読会」
「秋の朗読会　童話の時間」
「源氏まんだら」
落楽噺朗読二人会
朗読の夕べ
オカリナコンサート

震災被災地朗読ボランティア
　　　　「コンテナハウス朗読会」
「古からの贈り物公演」
朗読グループ「オリオン」
            第 7 回リサイタル

「ものがたり図絵～平安 Part2 ～」
「朗読のひととき」
「みいろ～朗読三色～」
「朗読を楽しみましょう」
「版画の向こうの物語」
「走れメロス・小さな反戦の詩」
「演劇フェスティバル」
玉笛新春朗読会

パイオニア身体で聴こう音楽会
いきものがたりⅡ～猫～
大人のための朗読会
朗読会 35
九皐会若竹能　平家物語「通盛」
ドラマティックリーディング
　　　　　　　　　　　「夢の刻」

宮城県女川の小学校コンテナハウス

大宜味村農村環境改善センター
ホテル　銀座ラフィナート

東京建物八重洲ホール
大里総合管理会社 2Fイベントホール 
中野芸能小劇場
ロイヤルパークホテル（シルクホール）
栃木図書館
コール田無多目的ホール　
川崎市多摩市民館
清澄庭園大正記念館ホール

川崎市国際交流センター
乃木坂コレドシアター
仙台市広瀬図書館
中野芸能小劇場
矢来能楽堂
しもきた空間リバティ

秋田市ジョイナス多目的ホール・他
渋谷・カフェ セピア
ソレイユ相模
ギャラリィ悠日
べジファーム

コンサートホール　まつぼっくり

イワト劇場
秦野市立図書館（神奈川県）
一葉記念館
ＮＨＫ青山荘

宮城県岩沼町たけくま集会所

郡山市内
澤乃井ギャラリー（青梅市）
秋田市五城目町五城館くら
千代田区内幸町ホール
神楽坂ジョルジュサンド
ギャラリィ・イン・ザ・ブルー
大和市鶴間健康福祉センター

掲示板 会員の朗読会など活動情報

＜これまで＞2011.10 ～ 2011.11

＜これから＞2011.11 ～ 2012.4

次回朗読ニュースに、朗読会などの活動状況「掲示板」への掲載をご希望の方は
1月 10日 ( 火 ) までに事務局へメールまたは FAXにてご連絡願います。
対象期間：　2012 年 12 月 1日～ 2012 年 9月 30日
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編集後記

お知らせ

                   　　　　２７０，０００円
                                                         日本赤十字社へ寄附

３月から９月までに集まりました会員の皆様（１５名）
および各イベント会場での募金箱 ( プランタン朗読会・
Tea Time 朗読会・東北関東大震災チャリティ朗読会・
成瀬特別朗読講座・南風東風朗読会・『朗読の日』・八重
洲朗読会 (２回 )・平和への祈り）への寄附金合計２７０，
０００円を９月２７日、日本赤十字社へ寄附いたしまし
た。皆様のご厚意・ご協力に対し深謝申し上げます。

●２０１１年８月９月下記５名の方が入会されました。
遠藤智子、金澤早苗、鳥羽さち子、羽村郁子、林たのし

　「声に出す平和への祈り」で頂いたアンケートに「当たり
前のように日々生活していることへの感謝のきもちをもつ
ようにしています。・・・」というコメントがありました。
私も何気なく毎日を過ごせることに感謝し周りの方の
ちょっとした痛みを共有できる、そんな「人間」になりた
いなぁ～と改めて思いました。10月末、城所ひとみ理事長、
佐々木冨紀、宮内佳代子，深沢真理子、仙台から長野淳子
の 5 人が宮城県岩沼市たけくま地区のたけくま祭りに行き
朗読をしてきました。春から延期になっていたお祭は大変
盛況でした。しかし、賑やかだった町並みが跡形なく更地
と化した様子には言葉を失いました。
　被災地訪問の第 2回、3回の計画もあります。朗読ニュー
ス次号は震災関連の特集を組みたいと思います。ご自分で
現地に行かれた方、記事お寄せ下さい。
                                                     (佐々木冨紀　早川とし子)

　運営委員会は毎月１回開催され議題（例えば「朗読の日」
等協会主催イベントの企画・人事・予算等）を討議し、決
定しています。これまで、協会の 3大イベント・朗読の日・
平和への祈り・朗読コンクールが年々盛大に拡充してきて
いることは、全てボランティアで献身的に行動されてきた
運営委員の活躍が大きく貢献していると実感しています。
今回「担当制」を新規に導入し、１０周年の協会活動を一
層会員の満足度向上に寄与したい、 特に 現在大きな課題を
抱えている、「会員対応」や「講座・朗読教室」に力をいれ
て改善していきたいとの思いが伝わってきます。運営委員
の悩み＝協会の課題が切々と述べられておりますので、会
員皆様から各担当にサポーターとして暖かい支援の手が差
し伸べられますこと期待しております。ご意見等ありまし
たら、各担当または事務局へお寄せ願います。     （山田和雄）

　　　

東日本大地震被災者支援義援金

イベント情報

日　時：２０１１年１２月１０日 ( 土 )
　　　第１部　１１：００～１２：１０
　　　　　　　「朗読でたどる更級日記　少女・青春時代」
　　　第２部　１４：３０～１５：３０
　　　　　　　「朗読でたどる更級日記　結婚・晩年」　
会　場：千葉市男女共同参画センター
入場料：無料・先着申込み順

日　時：２０１２年１月２０日（金）
　　　　　１４：００～１６：００
会　場：ハリウッドビューティプラザ４F
出演者：山村 都     「額田王」
　　　　望月鏡子「源氏物語より　藤壷の巻」
　　　　加藤敬子「鼓くらべ」　　鼓演奏：城所ひとみ
会　費：３０００円（スイーツを含む）
　　

日　時：２０１２年１月２１日（土）
　　　　　１６：００～１７：３０
会　場：八重洲ブックセンター８F
出演者：中村宣子　  「なにも願わない手を合わせるより 犬影」
 　　　   宮内佳代子  「三味線芸者」
　　　　松島 邦　　 「狐の嫁入り」
　　　　飯島晶子　  「恋する伊勢物語」
入場料：無料

日　時：２０１２年２月１８日（土）
　　　　　　１５：３０～１９：００
会　場：港区赤坂区民センターホール（４００名収容）
入場料：２０００円

朗読・対談『更級日記の世界』
加賀美教室受講者１８名が加賀美幸子と出演

第４回ヒルズ・サロン朗読会

第６３回八重洲朗読会

震災遺児支援チャリティ朗読会
～朗読教室講師全員出演～

新コーナー　質問箱 ( 仮 )

       募集中！！！

教えてほしいけど誰に聞いたらよいのか分からない貴
方。これはどんなこと？と、不思議に思った貴女。恥ず
かしくて、ちょっと聞きにくいけど・・・を抱えている
あなた。そのはてな？をお知らせください。その疑問、
質問には答えをご用意致します。そしてコーナーの名称
も募集中。ワイワイガヤガヤと賑やかなコーナーになり
ますよう、どんどん事務局へお寄せください。




